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京
都
労
働
学
校
受
講
生
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

受
付
期
間
　
九
月
八
日（
月
）か
ら
定
員

に
な
る
ま
で（
先
着
順
）。

受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
八
時
。

　
　
　
　
　（
初
日
の
み
午
前
十
時
か
ら
）

　
　
　
　
　
土
曜
日
は
午
後
五
時
ま
で
。

日
曜
・
祝
日
は
お
休
み
。 

受
講
手
続
　
受
講
料
を
持
参
の
上
、
直

接
学
園
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

受
講
資
格
　
十
六
歳
以
上
の
社
会
人
で

し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
。（
全
日
制
の

高
校
生
を
除
く
。）

※
諸
事
情
に
よ
り
担
当
講
師
・
講
義
日

程
の
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
受
講
生
が
少
な
い
場
合
開
講

を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

募
　
集
　
要
　
項

第２回（通算５８回）園員総会終了
　公益社団法人へ移行して１年度が経過した第２回園員総
会の報告を２ページから４ページに掲載しています。

２０１４年度秋期

募集講募集講座座
京都労働学校
英会話教室

１０月パソコン教室
は５ページから８ページに
掲載しています。

仕事の整理術 ～仕事のミス・ムダをなくして効率アップ～
　仕事の段取りもデスクの上もごちゃごちゃ、
ミスが多く、フォローのための残業ばかりにな
らないためには？
　仕事のやり方には、ノウハウ、コツがありま
す！
　この講座では、グループワークを通して、楽
しみながら時間のムダをなくし、プラン通りに
仕事をやりくりする方法を実践的に学びます。
また、職場やチーム内のコミュニケーションを
円滑化することで、ミスやトラブルを防ぎ、仕
事の質を高めることもできます。
　時間や心の余裕を手に入れて、仕事へのモチ
ベーションもアップしましょう。

講　　師：菓子田 圭子（㈱リーブス・ライフ　教育コンサルタント）
開 講 日：第３・５木曜日　６回〈１０/３０、１１/２０、１２/１８、１/１５・２９、２/１９〉
開講時間：午後６時３０分～午後８時３０分
受 講 料：７,５００円（資料代含む。）
各回のテーマ:
①１０/３０　オリエンテーション／時間と心の余裕をつくる仕事術
②１１/２０　職場・デスクの上のムダを見付けよう。《ＳＴＥＰ１:着眼》
③１２/１８　ミスやムダをなくすアイデアを生み出そう。《ＳＴＥＰ２:着想》
　　　　  周りを巻き込んでランクアップする実践のポイント《ＳＴＥＰ３:着手》
④１/１５　デキル人のタイムマネジメント力
⑤１/２９　仕事が思い通りに進まない理由を考えてみよう。
⑥２/１９　チームの段取り力アップ／チームの連携で生産性の高い仕事を実現する。



２０１４年８月１５日 第３３６号 （ 2 ）

査
報
告
を
行
い
、
議
長
が
、
決
算
報

告
に
つ
い
て
、
議
場
に
諮
り
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
田
中
専
務
理
事
が
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
提
案
し
、

星
総
会
運
営
委
員
か
ら
全
候
補
者
の

宣
言
を
行
い
、議
長
に
吉
岡
勝
氏（
京

都
総
評
）
を
、
書
記
に
舩
越
真
優
子

氏
（
当
学
園
事
務
局
）
を
、
総
会
運

営
委
員
に
中
篤
史
氏
（
連
合
京
都
）、

星
琢
磨
氏
（
京
都
総
評
）、
原
健
二
理

事
の
三
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
を
寺
井
基
博
学
園
長

が
、
続
い
て
、
来
賓
で
あ
る
京
都
府

知
事
・
京
都
市
長
（
い
ず
れ
も
代
読
・

内
容
別
掲
）、そ
し
て
労
働
組
合
を
代

表
し
て
連
合
京
都
会
長
橋
元
信
一
氏

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
田
中
行

夫
専
務
理
事
が
、
二
〇
一
三
年
度
の

事
業
報
告
・
決
算
報
告
を
行
い
、
山

縣
哲
也
監
事
が
監
事
を
代
表
し
て
監

　
第
二
回
園
員
総
会
を
六
月
二
十
四

日
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
ラ
ボ
ー
ル

京
都
四
階
第
八
会
議
室
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
司
会
の
松
本
隆
浩
理
事
が
開
会
の

役職員一覧

　
去
る
六
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
二
回（
通
算
第
五
十
八
回
）

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
寺
井
基
博

前
学
園
長
に
代
わ
り
、
学
園
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
園
は
、
一
九
五
七
年
の
創
立

以
来
、「
勤
労
者
の
教
養
と
自
覚
を
高

め
そ
の
地
位
の
向
上
を
図
る
」
こ
と

を
目
的
に
、
労
働
組
合
、
大
学
関
係

者
、
京
都
府
・
京
都
市
の
三
者
か
ら

な
る
社
団
法
人
と
し
て
、
勤
労
者
教

育
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
京
都
労
働
学
校
、
公

開
セ
ミ
ナ
ー
、
府
市
民
教
室
文
化
教

養
講
座
、
求
職
者
支
援
訓
練
事
業
、

出
張
講
座
、
出
前
授
業
、
勤
労
者
の

意
識
調
査
等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
昨
年
、
ご
関
係
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
よ
り
本
学
園
は
、
新
た
に

公
益
社
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
更
な
る
飛
躍
を
目
指

す
重
要
な
時
期
に
学
園
長
を
仰
せ
つ

か
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
、
近
年
、
労
働
契
約

法
改
正
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正
、

労
働
安
全
衛
生
法
改
正
等
、
労
働
法

の
大
き
な
改
正
が
相
次
ぎ
、
ま
た
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
が
成
立
す

る
な
ど
、
新
た
な
動
き
も
生
じ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
国
が
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
べ
く
動
き
だ
し
て

い
る
の
と
同
時
に
、
各
職
場
で
、
有

期
雇
用
で
働
く
労
働
者
の
処
遇
や
、

障
が
い
を
も
つ
労
働
者
へ
の
合
理
的

配
慮
、
心
理
的
な
負
担
の
程
度
を
把

握
す
る
た
め
の
検
査
の
実
施
等
に
つ

き
、
具
体
的
な
模
索
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
職
場
で
の
過

酷
な
現
実
が
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
政
府
が
労
働
時
間
の
規
制
緩
和

を
打
ち
出
し
た
こ
と
等
か
ら
は
、
勤

労
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
と
実
感
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
勤
労
者
に
密
接
に
関
連
す
る

こ
れ
ら
の
重
要
な
問
題
に
つ
き
、
真

摯
な
議
論
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
本
学
園
は
、
近

い
将
来
勤
労
者
と
な
る
学
生
の
方
、

現
在
勤
労
者
と
し
て
働
い
て
い
る
方
、

勤
労
者
を
支
え
る
ご
家
族
や
O
B
・

O
G
の
方
等
に
、
直
接
、
新
し
い
正

確
な
情
報
を
お
伝
え
し
、
深
く
考
察

す
る
機
会
を
提
供
し
、
市
民
の
学
び

の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
園
長
  小
畑
　
史
子

学
園
長
就
任

ご
挨
拶

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
議
長
は
、
候

補
者
ひ
と
り
一
人
に
つ
い
て
、
議
場

に
諮
り
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
田
中
専
務
理
事
が
二
〇

一
四
年
度
事
業
計
画
、
予
算
、
資
金

調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
っ
て
総
会
議
事
を
す
べ

て
終
え
、
総
会
は
、
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
十
五
分
の
休
憩
に
入
り
、

別
室
に
て
新
学
園
長
、
新
専
務
理
事

を
選
出
す
る
た
め
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
理
事
会
終
了
後
、
新
学

園
長
に
小
畑
史
子
氏
、
専
務
理
事
に

田
中
行
夫
氏
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
の

報
告
を
行
い
続
い
て
、
新
役
員
が
自

己
紹
介
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
回（
通
算
五
十
八
回
）園
員
総
会
終
了
報

第
二
回（
通
算
五
十
八
回
）園
員
総
会
終
了
報
告告

新
学
園
長
に
小
畑
史
子
京
都
大
学
教
授
を
選
出

学 園 長 小畑　史子 （京都大）
専務理事 田中　行夫
理　　事 杉山　雅人 （京都大）
     々  西村健一郎 （同志社大 ）
     々  寺井　基博 （同志社大 ）
     々  吉田美喜夫 （立命館大）
     々  斎藤　真緒 （立命館大）
     々  脇田　　滋 （龍谷大）
     々  原　　健二 （連合京都）
     々  井上　信治 （     々      ）
     々  小西　一実 （     々      ）
     々  佐々木眞成 （京都総評）
     々  松本　隆浩 （     々      ）
     々  柴田　敏雄 （京都府）
     々  松森　敏郎 （京都市）
監　　事 木村　　守 （税理士）
     々  吉岡　　崇 （連合京都）
     々  山縣　哲也 （京都総評）
顧　　問 山田　啓二 （京都府知事）
     々  門川　大作 （京都市長）
     々  望田　幸男 （同志社大学名誉教授）
     々  千田　忠男 （同志社大学名誉教授）
     々  三村　義夫 （元専務理事）
     々  西井　正弘 （京都大学名誉教授）
     々  菊池　光造 （京都大学名誉教授）
     々  二場　邦彦 （立命館大学名誉教授）
     々  宮川　　治 （元JAM京都委員長）
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①
生
活
の
中
で
あ
る
程
度
知
識
を
得

て
い
る
こ
と
に
つ
き
あ
ら
た
め
て
確

認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
②
素
朴
に

疑
問
に
感
じ
て
い
て
い
つ
か
明
確
に

し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
つ
き

納
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
③
全
く

情
報
の
な
か
っ
た
重
要
な
問
題
に
つ

き
新
た
に
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、

④
複
雑
で
難
解
で
手
に
余
る
と
判
断

し
て
い
た
こ
と
に
つ
き
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
通
じ
て
、
日
々
の
生

活
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
教
育
事
業
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
決
意
を
も
っ
て
本
学

園
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
関
係
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、ご
指
導
、ご
鞭
撻
、そ
し
て
温

か
い
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
四
日

　
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園

の
第
二
回
園
員
総
会
が
、
こ
の
よ
う

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
平
素
か
ら
京
都
府
政
の
推
進

に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
京
都
勤
労
者
学
園
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
、
働
く
上
で
の
労
働

法
制
の
知
識
や
様
々
な
技
能
の
習
得

な
ど
幅
広
い
勤
労
者
教
育
の
推
進
に

取
り
組
ま
れ
、
勤
労
者
と
し
て
の
地

位
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代

役
員
の
皆
様
や
講
師
の
先
生
方
を
は

じ
め
、
事
務
局
、
園
員
の
皆
様
方
の

多
大
な
御
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　
こ
の
度
、
寺
井
学
園
長
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
総
会
で
任
期
満
了
に

よ
り
、
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者

学
園
の
学
園
長
と
し
て
の
重
責
を
退

か
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
御
就
任
以
来
、
社
会
・
経
済
情
勢

が
大
き
く
変
化
し
、
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
す
る
中
で
、
教
育
内
容
の
充
実
な

ど
、
勤
労
者
教
育
の
発
展
の
み
な
ら

ず
、
公
益
法
人
へ
の
移
行
に
も
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
引
き
続
き
京
都
勤
労
者
学
園
の
発

展
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
府
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
も

変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
府
内
の
経
済
・
雇
用
情
勢

は
、
四
月
の
有
効
求
人
倍
率
が
１
・

　
倍
と
な
り
、
平
成
十
九
年
三
月
以

０１来
八
十
五
ヶ
月
ぶ
り
に
一
倍
を
超
え

る
な
ど
、
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

現
役
世
代
の
減
少
や
若
年
層
を
中
心

と
し
た
非
正
規
雇
用
の
割
合
の
増
加

な
ど
、
依
然
と
し
て
課
題
が
残
っ
て

お
り
ま
す
。

  そ
の
た
め
、
京
都
府
で
は
、
雇
用

京
都
府
知
事

祝
　
　
辞

学
園
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
年
間
の
任
期
中
に
二
つ
の
重
要

な
案
件
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
公
益
社
団
法
人
へ

の
移
行
で
す
。
と
申
し
ま
し
て
も
、

す
で
に
準
備
作
業
は
概
ね
調
え
ら
れ
、

理
事
会
や
検
討
委
員
会
で
の
活
発
な

議
論
も
尽
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
私
が
移
行
作
業
に
関
わ
っ
た
の

は
全
体
か
ら
み
れ
ば
最
後
の
ご
く
わ

ず
か
な
部
分
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
わ
ず
か
な
関
わ
り
か
ら
も
、

「
本
学
園
の
活
動
内
容
と
そ
の
意
義
」

を
第
三
者
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
に
適
切
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が

い
か
に
労
力
を
要
す
る
作
業
で
あ
る

か
を
目
の
当
た
り
に
し
、
移
行
作
業

の
た
い
へ
ん
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。
公
益
法
人
の
認
定
は
、
準
備
作

業
の
み
な
ら
ず
活
動
実
績
を
積
み
重

ね
て
こ
ら
れ
た
累
代
の
学
園
長
を
は

じ
め
と
す
る
理
事
・
監
事
・
事
務
局
の

方
々
、
各
講
座
を
ご
担
当
の
先
生
方
、

さ
ら
に
全
園
員
の
ご
尽
力
の
賜
物
に

他
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。
み
な
さ

ま
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
重
要
な
案
件
は
受
講

料
の
改
定
で
す
。
公
益
性
の
観
点
か

ら
、
長
ら
く
受
講
料
は
据
え
置
か
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
四
月
一
日

か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
、
京

都
市
か
ら
の
委
託
金
の
減
額
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

　
去
る
六
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
二
回
（
通
算
五
八
回
）
園
員

総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
京
都
勤
労
者

前
学
園
長
  寺
井
　
基
博

退
任
ご
挨
拶

　
新
た
に
就
任
さ
れ
た
小
畑
史
子
学

園
長
の
下
、
益
々
発
展
し
、
そ
の
役

割
を
末
永
く
担
い
続
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
引
き
続
き

用
等
の
諸
事
情
を
勘
案
し
て
、
今
年

度
秋
期
か
ら
の
受
講
料
の
改
定
を
理

事
会
で
決
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
益
法
人
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

上
で
健
全
な
財
政
基
盤
を
整
え
つ
つ
、

就
労
・
就
業
支
援
事
業
の
更
な
る
充

実
、
受
講
環
境
の
整
備
等
受
講
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ら
び
に
そ
れ
ら

の
安
定
的
な
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
学
園
創
設
以
来
、
連
綿
と
営
ま
れ

て
き
た
勤
労
者
教
育
等
の
活
動
に
つ

い
て
「
公
益
性
」
が
再
確
認
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、「
本
学
園
の
活
動
の
意

義
の
大
き
さ
」
を
、
私
自
身
あ
ら
た

め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
作
業
を
通
し
て
、「
利

用
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
て
活
動
内
容
を
更
に
充
実
さ
せ

る
」
と
い
う
使
命
感
を
再
確
認
で
き

た
こ
と
は
、
ま
た
大
き
な
収
穫
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

学
園
の
将
来
に
む
け
て
大
き
な
推
進

力
に
な
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
移
行
作
業
の
途
中
で
の
学
園
長
就

任
と
い
う
事
態
が
、よ
い
意
味
で「
緊

張
感
」
を
生
み
出
し
て
理
事
会
お
よ

び
事
務
局
に
よ
る
支
援
体
制
が
形
成

さ
れ
、
園
員
の
み
な
さ
ま
に
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
偏
に

み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
で
学
園
長
の

職
責
を
大
過
な
く
務
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

「
理
事
」
と
し
て
学
園
の
活
動
に
関

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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の
「
量
的
確
保
」
に
加
え
て
「
質
的

向
上
」
も
目
指
し
、
平
成
二
十
六
年

度
に
お
き
ま
し
て
は
、「
国
・
府
一
体

人
づ
く
り
事
業
」、「
京
都
ジ
ョ
ブ

パ
ー
ク
正
規
雇
用
拡
大
事
業
」、「
処

遇
改
善
・
定
着
支
援
事
業
」
の
三
本

柱
で
正
規
雇
用
八
千
人
の
創
出
を
目

指
す
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
六
月
補
正
予
算
に
お

い
て
も
、
人
材
不
足
が
深
刻
な
北
部

地
域
や
非
正
規
率
が
高
い
業
種
に
重

点
化
し
た
正
規
雇
用
転
換
対
策
等
を

府
議
会
で
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
経
済
・
雇
用
情
勢
の
変

化
に
機
敏
に
対
応
し
な
が
ら
、
京
都

　
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園

の
第
二
回
（
通
算
五
十
八
回
）
園
員

総
会
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
園
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

京
都
市
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
京
都
勤
労
者
学
園
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
昭
和
三
十
二
年
の
設
立
以
来
、

永
き
に
わ
た
り
、
勤
労
者
の
社
会
的
、

経
済
的
地
位
の
向
上
や
勤
労
者
教
育

並
び
に
市
民
の
皆
様
の
生
涯
学
習
の

推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
本
市
が
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
勤
労
者
教
育
事
業
の
実
施

に
当
た
り
ま
し
て
は
、
京
都
労
働
学

校
に
お
い
て
、
労
働
関
係
法
令
や
心

の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
実
践
講
座
な
ど
、

京
都
市
長

祝
　
　
辞

市
や
各
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機

関
・
諸
団
体
と
し
っ
か
り
連
携
し
、

希
望
の
持
て
る
京
都
づ
く
り
に

「
オ
ー
ル
京
都
」
体
制
で
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
御
支

援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
新
学
園
長
の
も

と
、
勤
労
者
教
育
の
発
展
に
向
け
、

よ
り
一
層
の
取
組
を
推
進
さ
れ
ま
す

と
と
も
に
、
京
都
勤
労
者
学
園
の
今

後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
本
日
御

参
集
の
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
四
日

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
働
く
方
に

と
っ
て
重
要
で
役
立
つ
講
座
を
幅
広

く
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
寺
井
基
博
学
園
長
を
は
じ
め
関
係

役
員
の
皆
様
や
講
師
の
先
生
方
、
そ

し
て
事
務
局
職
員
の
皆
様
の
多
大
な

御
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
雇
用
情
勢
は
、

着
実
に
改
善
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
十
五
歳
か
ら
二
十
四

歳
ま
で
の
完
全
失
業
率
は
、
六
％
を

超
え
る
高
い
水
準
に
あ
り
、
若
年
層

を
中
心
に
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
京
都
勤
労
者
学

園
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
京
都
労
働

学
校
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
若
者

の
就
労
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
事
業
で
あ
る
高
校
・
大
学
等
へ
の

「
出
前
授
業
」
や
、
就
職
を
目
指
す

方
を
対
象
と
し
た
求
職
者
支
援
訓
練

な
ど
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
す

る
様
々
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、

皆
様
の
果
た
さ
れ
る
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
、
大

い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
勤
労
者
教
育
事
業
の
実
施
に
力
を

注
ぐ
ほ
か
、
京
都
の
強
み
を
最
大
限

に
い
か
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
と

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
や
京
都
未
来

を
担
う
人
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど
、

雇
用
の
維
持
・
確
保
と
新
た
な
雇
用

創
出
に
向
け
た
取
組
を
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
共
に
あ
ら
ゆ
る
京

都
の
強
み
を
磨
き
高
め
、
明
る
い
未

来
へ
向
け
て
政
策
を
更
に
深
化
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御

支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
を

も
ち
ま
し
て
、
寺
井
基
博
学
園
長
が

学
園
長
の
任
期
を
終
え
ら
れ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
御
尽
力
に
対
し
ま
し

て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
引
き
続
き
、
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
京
都
勤

労
者
学
園
が
、
勤
労
者
を
は
じ
め
多

く
の
市
民
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し

て
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
並
び
に
本
日
御
参
集
の
皆
様
の

一
層
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
四
日

求職者支援訓練事業の実施状況
　当学園として、本事業を公益目的事業として実施することは、求
職中の方に対して、多大に貢献できるものであり、公益社団法人と
しての役割の一つであると認識をして、２０１４年度の事業計画では、
前年度同様、上半期と下半期に１回（３カ月）ずつ計２回の実施を
計画いたしました。
　６月開講分を現在実施中ですが、この６月開講分は、定員１５名に
対して、応募者が２２名あり、１５名を選考いたしましたが、開講までに、
就職などの理由で２名の辞退者があり、１３名で開講しております。
　また、９月開講分も認定を受け、７月２５日から８月１９日までの
募集期間になっております。去る７月２８日には、労働局主催で９月
開講分の一斉説明会が、七条ハローワークで開催され、当学園は、
午後１時３０分から午後３時まで説明会を実施して１０名の方が来場
されました。
　お知り合いの方で、受講可能な方がおられましたら、お勧めいた
だきたいと思います。また、お問い合わせもお待ちしています。
　（参考）直近の就職率は以下のとおりです。

雇用保険対象者就職率就職者受講者開講年月
１３名８３.３％１５名１８名平成２４年１２月分
８名９０.０％９名１０名平成２５年９月分
６名５３.８％７名１３名　　　　１２月分
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受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ科　　　目
講　師：村田　健治
　　　　（ファイナンシャル・プランナー）
開講日：毎週金曜日　４回
　　　　＜１０/３１～１１/２１＞
受講料：４,０００円（資料代含む。）

　最低限知っておくべき源泉徴収と税金の仕組みをわかり
やすく解説し、損をしないための基礎知識を身に付けます。
消費税や保険料が上がる昨今、自分の所得と税金の関係
を再確認し、自分の払っている税金について意識しましょ
う。来年１月に改正される相続税についても解説します。

新講座
ゼ ロ か ら 学 ぶ
サラリーマンの税金

講　師：篠原　耕一（元労働基準監督官）
　　　　笹尾　達朗（ＮＰＯ法人あったか
　　　　　　　　　  サポ―ト常務理事）
　　　　広川　慶裕（広川クリニック院長）
開講日：第１・３火曜日　６回
　　　　＜１１/４・２５、１２/２・１６、１/２０、２/３＞
受講料：５,６００円（資料代含む。）

　誰もが安心して健康に働ける職場を作るためには、法律
の知識、相談できる外部の窓口、精神疾患についての知識
などが必要です。雇い主である経営者の方はもちろん、う
つ病などの精神疾患に悩む社員の職場復帰や職務配置
などに対応する人事･労務担当の方、職場の安全衛生の
推進に関わる方などにぜひ受講頂きたい講座です。

新講座
職場の人事・労務
管 理 に 役 立 つ
メンタルヘルス対策
―その理解と具体的な取組―

講　師：佐藤　早百合
　　　　（Ｌｉｌｙ Ｃｈｉｃ 京都アシスタント）
開講日：月１回　木曜日　５回
　　　　＜１０/１６、１１/６、１２/４、１/８、２/７＞
（最終回のみ土曜日　午後１時３０分～３時３０分）
受講料：６,５００円（資料代含む。）

　この講座では、コンパクトデジカメの基本的な操作方法を
学んで、対象の魅力を引き出す写真を撮るコツ、イメージ作り
の手法を学習します。シーンモード以外での撮影、ＩＳＯや露
出の設定、光の当たり方や構図の意識など、デジカメを「な
んとなく」使っている初心者の方にぴったりの入門講座です。

仕事に活かせる
デ ジ カ メ 入 門

開講日：毎週火曜日　１５回
　　　　＜１０/２１～１２/１６、１／２０～３／３＞
受講料：１７,０００円（資料代含む。）

　労働事件に関する代表的な最高裁判例を取り上げ、主と
して個別的労働関係法の基本的な考え方を学びます。毎
回一つの判例を取り上げますが、関連する判例や法制度に
ついても検討し、全体的な見通しができるように配慮します。

最高裁判例で学ぶ
労 働 法

講　師：植月　百枝
　　　　（仁愛大学講師・元ＫＢＳ京都アナウンサー）
開講日：火曜日　６回
　　　　＜１０/２８、１１/１１、１２/９、１/１３・２７、
　　　　２/１０＞
受講料：７,５００円（資料代含む。）

　職場や地域活動で、人間関係作りや会話が苦手な方、
世代間で違うマナーやルールに戸惑い、上司、後輩など
と上手くコミュニケーションできないと感じている方、もっと
好印象を与える接客をしたい方、電話対応やクレーム対
応、プレゼンの技術を磨きたい方等におすすめです。

仕事が楽しくなる
「マナコミ」教室
―コミュニケーション力

アップ実践編―

講　師：栗山　かおり
　　　　（朗読講師・ボイストレーナー）
開講日：毎週水曜日　１４回
　　　　＜１０/２９～１２/１７、１/１４～２/２５＞
受講料：１６,０００円

　気持ちよく声を出して１日の疲れをほぐし、リフレッシュしましょう。
身体をリラックスさせ、無理のない発声を身に付けることで、気分も明
るくなり、心の健康と美容につながり、よく通る声、聞きやすい声を習得
すれば、自信を持って発言できるようになります。身体の使い方、呼吸、
発声、発音の基本から始め、楽しく朗読の世界に入っていきます。

ホッとしたい人の
ための心とからだの
息抜き・朗読教室

講　師：和田　渡（阪南大学教授）
　　　　佐藤　勇一（立命館大学講師）
　　　　やすいゆたか（立命館大学講師）
開講日：第２・４木曜日　８回
　　　　＜１０/２３、１１/１３・２７、１２/１１、１/２２、
　　　　２/１２・２６、３/１２＞
受講料：９,７５０円（資料代含む。）

　先を見通すことの困難な時代だからこそ、
＜柔軟な思考力＞を得て＜発想の転換＞をす
ることが大切なのではないでしょうか。そのた
めに、少しでも物事をじっくりと考える時間を持
ちましょう。今期は、デカルト、パスカル、フー
コー、マクルーハンの著作を読みます。

哲学の名著を読む
―思考することの喜び―

開講日：毎週月曜日　１４回
　　　　＜１０/２０～１２/８、１/１９～３/９＞
受講料：１３,０００円（資料代含む。）

　権力・金品・性・モラルなどにまつわる"スキャンダル
（醜聞）"は、いつの時代にも人びとの顰蹙（ひんしゅく）を
買うとともに興味をかきたててきましたが、それゆえか歴
史教育のなかでは正面から取りあげられず、かえって歴
史の背後に追いやられてきました。今回の講座では、そ
うした「スキャンダル」を表舞台に上げることで，それぞ
れの時代相を浮かび上がらせてみたいと考えています。

スキャンダルの
日 本 史
―近世・近代編―

講　師：椹木　敦子（社会保険労務士）
　　　　木村千代子（社会保険労務士）
開講日：毎週水曜日　１４回
　　　　＜１０/１５～１２/１７、１/７～２８＞
受講料：１３,０００円（資料代含む。）
　　　　テキスト：３,２４０円

　雇用保険や労災保険といった知識は、いざという
時に自分を守る力にもなり、安心して人を雇い、働く
ための基礎です。「これだけは知っておきたいこと」
を中心に、「知って得する上手な利用法」を織り交ぜ
ながら、実務に沿って楽しく学習していきます。

社会保険の実務講座
―基礎から実務まで―

講　師：前岡　照紀（税理士）
開講日：毎週水曜日　１４回
　　　　＜１０/１５～１２/１７、１/７～２８＞
受講料：１３,１００円（資料代含む。）
　　　　テキスト代：約１,５００円

　経理事務の流れにそって、経理に直面する状況別に解
説を加える、初めての方を対象とした講座で、簿記の知識
は必要としません。日常業務で経理を担当している方、これ
から担当される方、あるいは会社の設立を考えている方、会
社の方針を決定する経営者の方 に々受講をお勧めします。

経 理 ・ 経 営 の
実 務 講 座
―伝票処理から給与計算、
決算・納税手続きまで―

　京都労働学校　夜間の講座（１８：３０～２０：３０）
　詳しい内容はHPを御覧ください。　　　ラボール学園　　　　　検索



２０１４年８月１５日 第３３６号 （ 6 ）

受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ回数科　　　目

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０/２４～３/１３

外国人観光客と会話をする自信を
深め、学んだ英語を仕事などのおも
てなしのために活用するコース。

９回
（月２回）

新講座
忙しい人のための
ぼちぼち京都案内
ショートコース
（第２・４金曜）

受講料：１１,５００円
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０/２４～２/２７

　海外の企業や客とやりとりするため
のメールの形式や文章を学びます。
ファイルを送るとき、トラブルが起こっ
たとき、謝罪するときなど、相手に失礼
にならない、通じる英文メールが書け
る基礎的なスキルを身に付けましょう。

５回
（月１回）

新講座
ビ ジ ネ ス 英 文
メ ー ル 入 門

（第４金曜）

　英会話教室

受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ科　　　目
講　師：葉狩　富佐枝
　　　　　（文部科学省後援硬筆・
　　　　　　　　毛筆書写検定審査員）
開講日：毎週木曜日　１４回
　　　　＜１０/１６～１２/１８、１/１５～２/５＞
受講料：１２,６２０円（資料代含む。）
　　　　テキスト代：６４０円

　書き文字の基本を初歩から実用書まで順序
をおって正しく美しく書けるよう学び、日本の文
字、文化についても造詣を深めていきたいと思
います。硬筆書写検定試験を目指している方
は受験対策として受講していただくことができ
ます。

実用ペン字教室
―美しく書くための

理論と実習―

講　師：小池　香鈴
開講日：毎週金曜日　１８回
　　　　＜１０/３１～１２/１９，１/１６～３/２０＞
受講料：１６,０００円

　筆で美しい文字を書くことを通じて心豊かな人間
性と芸術的感性を養うことを目指し，現代に生きる
書の世界へ誘います。基本について学びながら、古
典にも触れ、初心者にもわかりやすく指導します。

書 道 教 室
―毛筆で字を書く
楽しさを味わいます―

講　師：小倉　夏香（翻訳家（日韓））
開講日：毎週水曜日　１４回
　　　　＜１０/１５～１２/１７、１/１４～２/４＞
受講料：２６,０００円　
　　　　テキスト代：約２,０００円

＜入門・初級コース＞まったくの初心者の方に
は、「ハングル」の読み書きから始めます。また、
すでにある程度韓国語（朝鮮語）を学んでい
る方には、さらなるステップアップのカリキュラ
ムを用意しました。韓国のことばと

文化を学ぼう教室 講　師：朴　美貞（京都大学講師）
開講日：毎週月曜日　１４回
　　　　＜１０/２０～１２/２２、１/１９～２/２３＞
受講料：２６,０００円
　　　　テキスト代：約２,０００円

＜中級コース＞「ハングル」の読み書きができ、
基本的な文法を理解している韓国語（朝鮮
語）中級者を対象にしたクラス。会話の練習を
中心に、聴き取り力と会話力のさらなるスキル
アップを目指します。　

講　師：孫　一萱（京都女子大学講師）
開講日：第２・４木曜日　１０回
　　　　＜１０/２３、１１/１３・２７、１２/１１、１/８・２２、
　　　　２/１２・２６、３/５（第１）・１２＞
受講料：１７,０００円 
　　　　テキスト代：約２,５００円

＜入門クラス＞初心者を対象にした、中国語
を基礎から学ぶクラスです。言葉の勉強に留
まらず、写真や映像などの情報を活用して、中
国の文化や風習、社会に触れながら楽しく学
習します。中国語を始めてみませんか？中国のことばと

文化を学ぼう教室 講　師：孫　一萱（京都女子大学講師）
開講日：第１・３・５木曜日　１０回
　　　　＜１０/１６・３０、１１/６・２０、１２/４・１８、
　　　　１/１５・２９、２/５・１９＞
受講料：１７,０００円
　　　 　テキスト代：約２,５００円

＜初級・中級クラス＞ピンインを読むことができ、ある
程度の日常会話ができる方を対象にしたクラスです。中国
語会話に力点を置いて、よく使う表現パターンと基本構文
を習得して、置き換え練習や反復練習を通して、言いたい
ことを中国語で表現できるようになることを目指します。

講　師：横川　佳生（ＩＴコンサルティング）
受講日：毎週木曜日　１２回
　　　　＜１０/２３～１２/１８、１/１５～２９＞
受講料：２４,０００円
　　　　テキスト代：約２,０００円

　エクセル操作の基礎確認から始め、アンケート集計、売
上表、一覧表、各種の比較表などを作成しながら、関数を
使いこなして、すぐに仕事に活かせる文書やデータ作成の
コツを学びます。就職・転職にも役立つコンピュータサービ
ス技能試験（ＣＳ検定）の３級にも対応しています。

初 級 ビ ジ ネ ス
エ ク セ ル
―ＣＳ検定３級対応―

講　師：尾崎　克彦（ＩＴコンサルティング）
受講日：毎週月曜日　１２回
　　　　＜１０/２０～１２/１５、１/１９～２/１６＞
受講料：２４,０００円
　　　　テキスト代：約２,０００円

　日頃エクセルを使っている人ほど「同じ処理を何度もす
るのは面倒」「もっと効率よく使う方法はないか？」と思ってい
るのでは。そんな場合に便利なのが、「マクロ」「ＶＢＡ」機
能です。マクロの基礎から始め、ＶＢＡを使って処理を自動
化、エクセル業務の効率アップを目指します。

エクセルマクロ・
Ｖ Ｂ Ａ 入 門
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受講料：３８,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：午前１０：００～１２：００
　　　　午後１３：３０～１５：３０
　　　　夜間１８：３０～２０：３０
日　程：１０/２０～３/２３

外国人講師による入門から上級ま
での英会話コース。（但し土曜は夜
間はありません）

１８回
（週１回）

レギュラーコース
（月曜～土曜）

受講料：４３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０／２３～３／５

英語を学び始めた方が、京都を英
語で案内するための知識とスキル
を学ぶクラス。

１８回
（週１回）

ぼちぼち京都案内
コース（木曜）

受講料：２３,０００円
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０／３１～２／２０

会話には慣れてきたけれど、文法の
運用面で間違いの多い方におすす
めの、日本人講師によるコース。

９回
（月２回）

学び直しの英会話
―中学３年生で習っ
た英文法講座
（第１・３・５金曜）

受講料：４３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０／２５～３／７

中１で習った基礎を踏まえて、過去
形・現在進行形や未来形などの時
制を学びます。

１８回
（週１回）

英会話のための中
学２年生で習った
英 文 法 講 座

（土曜）

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１１／１～２／２１

英語の基礎となる人称、Be／一般
動詞の肯定文・否定文・疑問文の
作り方などを学ぶコース。

９回
（月２回）

英会話のための中
学１年生で習った
英 文 法 講 座
（第１・３・５土曜）

受講料：４８,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０／２２～３／１１

ビジネスシーンで必要な英語を学ぶ
コース。

１８回
（週１回）

ビジネス英会話
コース　　（水曜）

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０／２５～３／１４

ビジネスシーンで役立つ語彙や表現
を使って英会話を学ぶクラス。

９回
（月２回）

基礎ビジネス英会
話ステップアップ
（第２・４土曜）

受講料：４３,５００円（資料代含む）
〔夜クラス（水）〕時間：１９：００～２１：００
日　程：１０／２２～～３／１１
〔朝クラス（木）〕時間：１０：００～１２：００
日　程：１０／２３～３／５

最新の時事ニュースやドキュメンタ
リーなどを教材に、ディスカッション
しながら、英語力アップを目指しま
す。

１８回
（週１回）

様々な媒体を使って
学ぶ「国際メディア
の 英 語 」 コ ー ス
（水曜・木曜）

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０／３１～２／２０

音が１つに混じり合って、別の音に
変化するパターンを理解し、リスニ
ング力の向上もはかるコース。

９回
（月２回）

英語耳を作る発音
ト レ ー ニ ン グ
（第１・３・５金曜）

受講料：２３,５００円（資料代含む）
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１１／１４～３／２０

毎回異なるジャンルから、１つの作
品を２週に渡って取り上げ、映画を
通して英語圏の「リアル・ライフ」に
迫るコース。

１０回
（月２回）

映画から学ぶ英語
圏の言葉と文化
ステップアップ
（第２・３金曜）

受講料：５,１５０円
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０／８・１５

日常よく使われる表現・フレーズを、
様々な状況にあわせて使いこなせ
るようになるクラス。

（２回）日常英語表現の
す す め

受講料：５,１５０円
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０／９・１６

自分の好きな物事について、他の人
に伝えるコツを学びます。（２回）Show and Tell

―趣味について話そう―

受講料：５,１５０円
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０／１０・１７

イントネーションの効果的な使い方
をしっかり声に出して練習するクラ
ス。

（２回）効果的なイントネー
シ ョ ン の 使 い 方

受講料：５,１５０円
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０／１１・１８

英語の基本的な文の組立てをもう
一度見直す復習コース。（２回）英会話のための

英 文 法 入 門
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  １０月パソコン教１０月パソコン教室室
受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ時間数科　　　目

受講料：４,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０／２５

ＰＤＦは見るだけ・印刷するだけではありません。フ
リーソフトを使えば、ＰＤＦの上に注釈と呼ばれるメ
モ書きや、いろいろな線を引くこともでき、手書きで
はなくパソコン上で添削ができるようになります。

４時間
新講座
ＰＤＦを使いこなそう

（土曜１回）

受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０／１０・１７

パソコンの基本操作と文書作成の基礎知識８時間
初 め て の
パソコン教室①

（金曜２回）

受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０／２４・３１

表の作成とインターネットの基礎知識
※マウス操作とキーボードでの簡単な文字入力
ができる方対象

８時間
初 め て の
パソコン教室②

（金曜２回）
受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０／８・１５

１日目 エクセルの基本操作。
２日目 タイトルや項目・数値を入力後、手動・自
動で計算をして表を作成。

８時間エクセル入門教室①
（水曜２回）

受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０／２２・２９

１日目は、列行の挿入・削除・移動・コピー等、たくさん
の操作を学んで頂きます。
２日目は、入門①で作成した表を基にグラフを作成し
ます。その他、覚えておきたい操作を学んで頂きます。

８時間エクセル入門教室②
（水曜２回）

受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０／１１・１８

パワーポイントを使って、見栄えの良いプレゼン
テーション資料を作成します。８時間

パワーポイント
入 門 教 室

（土曜２回）
受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０／２０・２７

郵便番号を入力するだけで町名までの住所を入
力させることができます。デジタルカメラの写真を
貼り付けることもできますよ。（使用ソフト：筆まめ）

８時間年賀状作成教室
（月曜２回）

受講料：４,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０／２３

ワードの基本操作はもちろんのことですが、一歩上の便
利な操作、逆に必要としていない困った自動操作を外す
等、覚えておくことによって文章作成がスムーズに進みま
す。仕事や家庭での文章作成に必ず役立つと思います。

４時間一歩上のワード操作
（木曜１回）

講師：吉田美喜夫さん（立命館大学法科大学院教授）
日時：１０月２日（木）午後６時３０分～午後８時３０分
会場：ラボール学園 （京都市中京区壬生仙念町３０崖２ラボール京都３階）
　※駐車場はございません。公共交通機関を御利用ください。
お申込み方法　メール、電話、ＦＡＸ又はＷＥＢフォームで受け付けます。
　・メール・ＦＡＸの場合は、①秋の公開セミナー参加申込み②氏名　
③住所④電話番号を記載してください。

　・受講票は発送しませんので、直接会場へお越しください。
お申込み・お問合せ　ＮＰＯ法人あったかサポート
　　　　　電話　０７５崖３５２崖２６４０　ＦＡＸ　０７５崖３５２崖２６４６
　　　　　Ｅ-メール　rodokoza.labor@gmail.com
　　　　　ＷＥＢフォームはhttp://attaka-support.org　又は
　　　　　　　　　　　　  http://www.labor.or.jp/gakuen　から
主催：ラボール学園　ＮＰＯ法人あったかサポート　

ラボール学ラボール学園園（公益社団法人 京都勤労者学園（公益社団法人　京都勤労者学園））秋の公開セミナーのお知らせ秋の公開セミナーのお知らせ

参加無料「労働に関する規制緩和の動きを考える」
　
安
倍
内
閣
の
下
で
労
働
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き

方
と
さ
れ
る
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」

の
導
入
が
意
図
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
賃
金
の
支
払

い
を
時
間
で
は
な
く
成
果
に
応
じ
て
決
定
す
る
制
度
で

あ
り
、
時
間
外
手
当
な
ど
労
働
時
間
に
応
じ
て
賃
金
を
決

め
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
時
間
規
制
を
抜
本
的
に
改

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
改
正
さ
れ
た
労
働
契
約
法
で
は
、

有
期
雇
用
で
あ
っ
て
も
職
務
の
内
容
が
同
じ
な
ら
ば
労

働
条
件
に
相
違
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
非

正
規
の
労
働
条
件
を
引
き
上
げ
る
動
き
も
見
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
の
働
き
方
が
多
様
化
し
て
い

る
中
で
現
れ
た
「
限
定
（
ジ
ョ
ブ
型
）
正
社
員
制
度
」
に

つ
い
て
は
、
解
雇
が
容
易
に
な
る
と
の
批
判
も
あ
れ
ば
、

働
き
過
ぎ
に
よ
る
過
労
死
や
過
労
自
殺
の
歯
止
め
に
な

る
と
い
う
肯
定
的
な
見
解
も
あ
り
、
評
価
は
様
々
で
す
。

こ
の
よ
う
な
働
き
方
を
大
き
く
変
え
る
規
制
緩
和
の
動

き
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
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京都府労働施策⑨

若者等就労環境向上推進事業助成金のご案内
～若者等の定着につながる就労環境の向上や正規雇用の促進のための積極的な取組を支援します～

１　趣　旨
　　若者等の定着につながる就労環境の向上や正規雇用
の促進に積極的に取り組む企業に対する補助金を新設
し、府内企業の就労環境の改善を支援します。

２　補助対象者・対象要件
　　京都府内に主たる事業所等を有し、京都府社会保険労
務士会が実施する就労環境向上アドバイザーの派遣（下
記参照）を受けて若者等の企業への定着につながる就労
環境の改善や正規雇用の促進の取組を行おうとする中
小企業等

　＜中小企業等の範囲＞
　　業種に応じて①または②を満たすもの、又はこれらを
構成員とする団体又はこれらに準じるもの

３　補助対象経費
 （１）就労環境向上助成金
　　　 若者等の定着につながる就労環境の改善の取組に

要する経費
　　①福利厚生施設の整備経費（更衣室、トイレ等）
　　②労働時間短縮のための設備導入経費（労働時間管理

適正化システムの導入等）
　　③職場環境改善のための設備導入経費（分煙設備等）
　　④その他就労環境の向上に資する取組に要する経費
（２）正規雇用転換促進助成金
　　　（※正規雇用を確認後に補助金を交付します。）
　　　非正規雇用者を正規雇用化するための人材育成の

取組に要する経費
　　（研修、資格取得等）

４　補助上限・補助率等
　　補助額上限：３０万円、補助率：２分の１以内

５　問い合わせ先
　　京都府中小企業団体中央会
　　TEL：０７５-３１４-７１３１　FAX：０７５-３１４-７１３０

　「従業員の定着率を高めるアドバイスがほしい」「職員を
雇用する際の注意点は？」「労働時間の管理を適切にした
い」等々の、企業の悩みに専門家（社会保険労務士）がア
ドバイスします。職場環境改善や経営・管理の効率化に是
非御活用ください。

１　実施期間
　　平成２７年３月３１日（火）まで
　　　（申込は平成２７年３月１０日（火）まで）　

２　派遣回数
　　１企業につき、原則３回（１回２時間程度）まで派遣

３　内　容
　　職場環境の改善（職場づくりや人材育成、給与・労働
時間・社会保険制度・ワークライフバランス推進体制の
整備等）に関するアドバイスを実施します。

４　派遣費用
　　無料

５　申込方法
　　京都府ＨＰ（http://www.pref.kyoto.jp/rosei/waka 
monosyuuroukannkyou.html）より「アドバイザー派遣
申込書」をダウンロードし、必要事項を御記入のうえ、
京都府社会保険労務士会までＦＡＸしてください。

６　申込・問い合わせ先
　　京都府社会保険労務士会
　　TEL：０７５-４１７-１８８１　FAX：０７５-４１７-１８８０

※　若者等就労環境向上推進事業では、他に企業向けの就
労環境改善や労働法令等に関する講習会、就労環境や労
働法令・社会保険制度等の遵守状況、定着に向けた取組
状況について企業自らがチェックできる自己診断
チェックシートの配布や金曜日夜間の労働相談にも対
応した若者等労働ホットラインを実施しています。

　　詳細は、京都府ＨＰ（http://www.pref.kyoto.jp/ 
rosei/wakamonosyuuroukannkyou.html）を御参照くだ
さい。

②常時使用する企業
全体の労働者数

①資本金の額又は出
資の総額

業　種

３００人以下３億円以下
一 般 産 業
（下記以外）

１００人以下１億円以下卸　売　業

１００人以下５,０００万円以下サービス業

５０人以下５,０００万円以下小　売　業

就労環境向上アドバイザー就労環境向上アドバイザーのの
派遣につい派遣についてて
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９月８日
　２０１４年度秋期京都労働学校申込み受付開始
　２０１４年度秋期英会話教室申込み受付開始
　２０１４年度１０月生パソコン教室申込み受付開始

２０１４年９月の予２０１４年９月の予定定

　京都労働学校の書道教室有志による第
１２回ひびき会作品展が、７月２６日（土）・
２７日（日）の両日京都府立文化芸術会館
３階で開催されました。当学園講師小池香
鈴先生の指導もと、受講生２２名の力作が
出展され約１４０名の来場で賑わいました。

第１２回ひびき会作品展

［
実
施
日
］　
二
〇
一
四
年
九
月
二
十
八
日
（
日
）

［
交
通
機
関
］　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
ま
す

［
集
合
場
所
・
時
間
］

　
　
新
都
ホ
テ
ル
前
（
京
都
駅
八
条
口
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
〇
〇
分
出
発

［
コ
ー
ス
］

　
　
京
都
～
京
都
東
Ｉ
Ｃ
～
長
島
Ｉ
Ｃ
～
輪
中
の
郷

～
木
曾
三
川
公
園
セ
ン
タ
ー
・
展
望
タ
ワ
ー
～
六

華
苑
～
七
里
の
渡
し
～
往
路
京
都
へ

［
参
加
費
］　
一
人
　
四
千
円

［
定
　
　
員
］　
先
着
順
二
十
名

［
申
込
締
切
］　
九
月
十
五
日

［
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
］

　
　
伊
東
和
代

　
　
　
電
話
〇
七
五
―
四
三
一
―
一
九
六
一

　
　
鈴
木
金
雪

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用
〇
七
五
―
三
九
四
―
四
三
六
三

［
ご
案
内
］

◇
輪
中
の
郷
（
長
島
町
）

　
輪
中
の
郷
は
、「
輪
中
」
を
テ
ー
マ
に
、
郷
土
の

歴
史
、
文
化
、
産
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
の
り

す
き
」
を
体
験
し
ま
す
。

◇
木
曽
三
川
公
園
セ
ン
タ
ー

　（
展
望
タ
ワ
ー
地
上
六
十
五
ｍ
）
木
曽
、
長
良
、

揖
斐
川
を
一
望
。

◇
六
華
苑

　
六
華
苑
は
、
二
代
目
諸
戸
清
六
の
邸
宅
と
し
て
大

正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
四
層

の
塔
屋
を
も
つ
木
造
二
階
建
て
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き

の
洋
館
、
和
館
や
蔵
、
池
泉
回
遊
式
庭
園
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
労
働
学
校
友
の
会

第
二
十
七
回
イ
ベ
ン
ト
ご
案
内

 木
曾
三
川
の
輪
中
を
訪
ね
て

　本学園とＮＰＯあったかサポートの協働事業として、以下のセミ
ナーを開催します。ふるってご参加ください。
■①いま転職を考えている方へ　転職・再就職準備セミナー
　あなたにとって退職し、再就職する理由は何でしょうか。それを
はっきりと説明できれば、再就職のための新たなスタートをきりや
すくなります。「転職・再就職」の機会には、多くの事で考え悩みま
す。必要な基礎知識を身につけて、その問題点を整理し、希望を持っ
て転職活動しませんか。
　テーマ１
　　・退職・転職する際に注意したい社会保険の手続き
　　・様々な雇用形態と労働契約の前に注意したいこと
　　・求人票と求人情報で働き方を考えよう
　　講　師　山崎由紀・佐々木容子（社会保険労務士）
　　日　程　９月１０日（水）午後６時３０分から８時３０分
■②シニアのための退職準備セミナー
　退職を目前に控え、第二の人生をどのように描くか悩んでおられ
るあなた。公的年金や健康保険、税金など、退職時に必要な基礎知
識を習得し、人生の再スタートに役立てましょう。
　テーマ２「法制度を知ってセカンドライフを考える」
　　・６０歳以後のライフプランを考える
　　・高年齢者の雇用の確保に関する法的知識等
　　・年金制度の基礎知識を習得して老後に備えよう
　　講　師　佐々木容子・宮原千代美（社会保険労務士）
　　日　程　９月１７日（水）午後６時３０分から８時３０分
　テーマ３「定年再雇用・退職に関わる年金・社会保険・税金」
　　・公的年金と雇用保険、賃金との関係
　　・健康保険の基礎知識と上手な切替方法
　　・退職後に課税される税金の基礎知識
　　講　師　木村千代子・宮原千代美（社会保険労務士）
　　日　程　１０月１日（水）午後６時３０分から８時３０分

上記セミナー共通

　参加費　５００円（資料代込）　　持ち物　筆記用具
　会　場　ラボール学園
　＊本セミナーに限り申込は、本学園窓口での申込書への記入のほ
か、以下のＮＰＯ法人あったかサポートのＦＡＸ・メールでも
受付けます。

　ＦＡＸ　０７５－３５２－２６４６
　メール　attaka-support@r６.dion.ne.jp
　受講者の住所・氏名・年齢・電話番号・参加の回をお知らせください。

生活サポートセミナーご案内


